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要　　旨
　ラテンアメリカは，伝統的にマリア信仰の強い地域である。家庭に限らず
職場や公衆の場所でも聖母像を見ることができる。聖母とともにキリスト教
で聖人となっているのがマグダラのマリアである。聖母は，歴史的に多数の
絵画や音楽の主題とされてきたが，近現代の芸術，文学・小説，映画などで
はマグダラのマリアを題材とするものが多い。
　ラテンアメリカには「マリア」を題名とした，よく知られたポピュラーソ
ングがいくつかある。これらの歌詞に歌われる「マリア」とは誰か？　聖母
か？　マグダラのマリアか？　それとも他の誰かの心像なのだろうか？　本
稿は，こうしたポピュラーソングを手掛かりに，ラテンアメリカ民衆にとっ
ての「マリア」像を読み解くことを試みた。
　教会は，イエスの生母に神性を与え，男性中心の教会制度に適合した「無
原罪」の聖母像を作り出した。その一方で，イエスの信頼を得ていたマグダ
ラのマリアには「悔悛した娼婦」というマリア像をあてがった。他方，世俗
社会は，聖母に「強い聖母」像を，マグダラのマリアに罪と悔悛の両義性，
そして生殖の官能とを加えてマリア像を作り上げた。16世紀の征服によって
キリスト教がラテンアメリカに伝えられると，これらのマリア像も持ち込ま
れたが，その受容過程で土着化が進んだ。ヨーロッパの幼子を抱いた聖母子
像は子供を抱かない聖母像に置き換えられ，褐色の肌を持ち両手を合わせる
祈りの姿に，民衆は自らの救済を重ねるようになった。
　マリアを題材としたポピュラーソングには，恋する女性を意味する名詞代
わりにマリアの名を借用しているだけの作品がある一方で，マグダラのマリ
アの官能性を極端に強調したような歌詞（リッキー・マーティン「マリア」）
や，悔悛に至ろうとするマグダラのマリアの心像のアナロジーとなっている
歌詞（カフェ・タクバ「マリア」），そして苦しい境遇にあって逞しく生きる
女性に「聖性」を見出し，これを謳う讃歌（ミルトン・ナシメントとメルセ
2はじめに
　マリアという名をキリスト教に関して聞く時，私たちが思い浮かべるのは，
聖母マリアそしてマグダラのマリアだろう。両者ともカトリック教会では聖人
とされており，聖人暦の１月１日は前者の大祝日，７月22日は後者の記念日に
定められている。
　ラテンアメリカは，伝統的にマリア信仰の強い地域である。メキシコでは「グ
アダルーペの聖母」像を，家庭やバス・タクシーの車内，ターミナル，鉱山の
入り口など，至る所で見ることができる。ブラジルでは，サンパウロからリオ
デジャネイロに向かう途中のバライバドスール川で漁師が1717年に引き上げた
聖母像は「アパレシーダの聖母」として敬慕され，やはり聖母像が多くの家庭
に飾られている。現代のラテンアメリカではプロテスタントや他宗教が増加し
ているが，マリア信仰は既に社会の基層に根を下ろしており，今後も無くなる
ことはないだろう。
　マリア信仰はラテンアメリカに留まらない。ヨーロッパではフランスのルル
ドやポルトガルのファティマなど，聖母が顕現したとされる場所は，多くの巡
礼者が集まる聖地となっている。日本でも，幕末に開かれた大浦天主堂に名乗
り出た隠れキリシタンが，フランス人神父に真っ先に尋ねたのは，聖母像の所
在だった。東方正教ではマリアを描いた多くのイコンが残されており，イスラ
ム世界においても『コーラン』の第19章に「マルヤム（聖母マリア）」の章が
設けられ，マリアへの敬慕が示されている。
　聖書の人名や聖人名を子供に名づける習慣が残る欧米キリスト教圏では，マ
デス・ソーサの「マリア，マリア」）がある。ここには格差の大きな社会構
造を背景としたラテンアメリカの社会問題が反映されている。シングルマザ
ーとして家計を切り盛りする女性たち，また悔悛した女性たち，そして軍や
警察，麻薬組織などのマチスモ的暴力に屈せず，失踪した家族を求めてそれ
らと闘う母や妻たちは，教義的「聖性」を持たずとも，人々の心を支える「マ
リア」となっている。
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リアの名前を持つ女性は多い1）。マリアは，ヘブライ語名のミリアムを古代ギ
リシャ語に写したもので，古代ヘブライ社会ではありふれた名前だった。
　聖母マリアは「絵画や音楽の主題になるケースが歴史上のどの女性よりも多
い」（ペリカン，1998：p.14）という存在だが，近現代においては，芸術や文学・
小説，映画などの着想の源2）は，聖母よりマグダラのマリアに移っているよう
にみえる。
　では，今日のラテンアメリカで人々が「マリア」の名を口にするとき，その
心に浮かんでいるのは聖母なのか？　マグダラのマリアか？　それとも他の誰
かの心像なのだろうか？
　ラテンアメリカでは，何人かの著名な歌手が「マリア」を題名とする歌を歌
ってきた。これらの歌が人々の心情の一端を写しているならば，人々が歌を聞
いた時に心に想起するのはどのような心像なのだろうか？
　本稿は，ラテンアメリカのポピュラーソングを手掛かりに，ラテンアメリカ
民衆にとっての「マリア」像を読み解くことを試みる。このため，最初に教会
が聖書をもとにどのような聖母像とマグダラのマリア像を作り上げたかを確認
し，次に世俗の，主に民衆の間で形成されたマリア像について，ヨーロッパと
ラテンアメリカにおける相違を押さえながら見て行く。最後にラテンアメリカ
のポピュラーソングをもとに「マリア」像を考える。
教会のマリア像
　先ず聖書中のマリアに関する記述を確認して，そこにどのような解釈が教会
によって加えられたかを見よう。
　新約聖書にマリアという名の人物が登場するのは，「マタイによる福音書」
（Mt）・「マルコによる福音書」（Mr）・「ルカによる福音書」（L）・「ヨハネによ
る福音書」（J）の四福音書（以降，福音書名は単に「マタイ」のように記す）
と「使徒言行録」（使）および「ローマの信徒への手紙」（手）である。そこに
登場するマリアは以下の通り。
4①イエスの母，聖母マリア（Mt・Mr・L・使），②イエスに悪霊を追い出
してもらい，彼に従う女性，マグダラのマリア（Mt・Mr・L），③ヤコブ
とヨセフの母のマリア（Mt・Mr），④ベタニアのマリア，イエスに香油
を塗ったマルタの妹（L・J），⑤クロパの妻マリア（J）。⑥ローマ信徒へ
の活動に従事したマリア（手）。
　これらのうち，②と④は，ルカの７章37～50節で語られる「罪深い女」とと
もに，591年に教皇グレゴリウス１世によって同一人物とされた。
　イエスの生母，マリアの名は，ヨハネ以外の福音書に残されているが，福音
書の中で最も成立が古いとされるマルコにはイエスの生誕に関する記述は無
く，マリアに関しては，夫に先立たれて子供の養育に追われ，長男イエスの行
動が理解できず，またその長男からも疎まれる母親像が読み取れるという（内
藤，2000：pp.21-28）。
　では，生誕の経緯が記されたマタイとルカではどうか。
　マタイは次のように伝えている（引用文は新共同訳『新約聖書』による。同
一章内からの引用は，章番号を最初だけ記し，以降は節番号だけ記す。省略部
分は…で示す）。
　１：18…母マリアはヨセフと婚約していたが，二人が一緒になる前に，
聖霊によって身ごもっていることが明らかになった。19夫ヨセフは正しい
人であったので，マリアのことを表ざたにするのを望まず，ひそかに縁を
切ろうと決心した。20このように考えていると，主の天使が夢に現れて言
った。「ダビデの子ヨセフ，恐れず妻マリアを迎え入れなさい。マリアの
胎の子は聖霊によって宿ったのである。21マリアは男の子を産む。その子
をイエスと名付けなさい。この子は自分の民を罪から救うからである。…
25男の子が生まれるまでマリアと関係することはなかった。そして，その
子をイエスと名付けた。
　ルカは次のように伝えている。
　１：27ダビデ家のヨセフという人のいいなずけであるおとめのところに
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遣わされたのである。そのおとめの名はマリアといった。28天使は，彼女
のところに来て言った。「おめでとう，恵まれた方。主があなたと共にお
られる。」29マリアはこの言葉に戸惑い，いったいこの挨拶は何のことか
と考え込んだ。30すると，天使は言った。「マリア，恐れることはない。
あなたは神から恵みをいただいた。31あなたは身ごもって男の子を産む
が，その子をイエスと名付けなさい。32その子は偉大な人になり，いと高
き方の子と言われる。…34マリアは天使に言った。「どうして，そのよう
なことがありえましょうか。わたしは男の人を知りませんのに。」35天使
は答えた。「聖霊があなたに降り，いと高き方の力があなたを包む。だから，
生まれる子は聖なる者，神の子と呼ばれる。36あなたの親類のエリサベト
も，年をとっているが，男の子を身ごもっている。…37神にできないこと
は何一つない。」38マリアは言った。「わたしは主のはしためです。お言葉
どおり，この身に成りますように。」そこで，天使は去って行った。39…
マリアは出かけて，…ユダの町に行った。40そして，ザカリアの家に入っ
てエリサベトに挨拶した。…56マリアは，三か月ほどエリサベトのところ
に滞在してから，自分の家に帰った。…２：４ヨセフもダビデの家に属し，
その血筋であったので，ガリラヤの町ナザレから，ユダヤのベツレヘムと
いうダビデの町へ上って行った。５身ごもっていた，いいなずけのマリア
と一緒に登録するためである。６ところが，彼らがベツレヘムにいるうち
に，マリアは月が満ちて，７初めての子を産み，布にくるんで飼い葉桶に
寝かせた。宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。
　マタイとルカとを比べると，後者の記述が前者より詳細であるばかりでな
く，キリスト生誕の経緯に違いがあることに気づく。マタイでは，ヨセフが婚
約者マリアの懐妊に疑いを持つと，天使が彼の夢に現れてその懐妊が聖霊によ
るものであることを告げるのに対し，ルカでは，天使がマリアに懐妊を予告し
ている。これにより，マタイで描かれたマリア懐妊に対するヨセフの懐疑は，
ルカでは入り込む余地が無くなっている。マリアは天使の言葉通りに懐妊し，
6懐妊中は聖霊に守られ，ヨセフもこれを神の意志として受け容れて疑念を抱か
ない。「受胎告知」を題材とする絵画は，ローマにあるプリシッラのカタコン
べの天井に４世紀末に描かれたものが最古とされ，以降，「受胎告知」は繰り
返し描かれてきた。それらは，ルカに依拠したマリア像なのである。
　ペリカン（1998）によれば，マリアには，新約および旧約聖書にあるマリア
との関係が不明確な記述を用いて様々な解釈が付加された。マリアは，誘惑に
負けるイブと弁証法的に対置されて，悪魔を打ち砕く強い女とされた。325年
のニケア公会議で三位一体説が正統とされ，431年のエフェソス公会議でマリ
アの神性を否定するネストリウス派が異端とされると，マリアは「神の母
Theotokos」と呼ばれることとなった。神性の承認はやがて「無原罪の御宿り」
や「聖母被昇天」の教義に結実した3）。こうした聖母像が，教会での祈祷，賛
美歌そして宗教美術を通じて世俗に広められていった。
　マグダラのマリア（以降，聖母マリアと区別するため，マグダレナと表記す
る）はどうか。
　マグダレナは，マタイ，マルコ，ルカ，ヨハネの四福音書のいずれにも記述
が残されている。マグダレナは，七つの悪霊をイエスに追い出してもらい，イ
エスに従って行動し，イエスの処刑に立ち会った女性とされる。しかし，イエ
スの復活に関する記述は，ルカと他の福音書とでは内容が異なる。マルコでは，
イエスは「16：９復活して，まずマグダラのマリアに御自身を現され」，マグ
ダレナもそれが復活したイエスであることを信じている。しかし，ルカでは
「24：２見ると，石が墓のわきに転がしてあり，３中に入っても，主イエスの
遺体が見当たらなかった。４そのため途方に暮れていると，輝く衣を着た二人
の人がそばに現れた」と天使らしきものが現れて言葉を伝えるだけで，イエス
はマグダレナに直接姿を見せず，エルサレムからエマオに向かう途中の二人の
弟子がイエス復活の噂話をしているところに加わっている。ところが，二人の
弟子はイエスを見ることが出来ず，イエスとは気づかない。食事の席でイエス
がパンを取り分けるのを見てようやく気づくが，イエスは姿を消す。「33そし
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て，時を移さず出発して，エルサレムに戻ってみると，十一人とその仲間が集
まって，34本当に主は復活して，シモンに現れたと言っていた。35二人も，道
で起こったことや，パンを裂いてくださったときにイエスだと分かった次第を
話した。36こういうことを話していると，イエス御自身が彼らの真ん中に立ち，
「あなたがたに平和があるように」と言われた」というのである。ルカは，シ
モン（ペテロの本名）の前にどのようにイエスが顕現したかは一切語らない。
ペテロは，ルカ24：12でマグダレナ達の話を受けてイエスの墓に行っているが，
そこには亜麻布しか残されていなかった。彼がイエスの顕現に立ち会ったとい
う具体的な記述は無いまま，あたかも談合のように十一人の仲間でペテロへの
イエスの顕現を認めているのだ。
　1945年に発見された『ナグ・ハマディ写本』と19世紀末に発見され，その全
容が1955年に明らかになった「マリアによる福音書」によって聖書外典の研究
が進んだ現在では，「フィリポ福音書」にマグダレナがイエスの伴侶で，最も
愛した女性だと記されていることが明らかとなっている。グレアム・ブロック
（2011）は，聖書正典とこれらの外典を比較研究しながら，マグダレナとペテ
ロら一部の男性使徒との間に強い確執があったことを明らかにしている。ルカ
は，聖母についてより詳細な記述を残す一方で，他の女性たちには補助的な役
割のみを与えており，ペテロを最初の教皇とするカトリック教会の男性優位主
義を支持する仕掛けとなっている。
　さらにマグダレナは，教皇グレゴリウス１世によって罪深い女およびベタニ
アのマリアと同一人物とされ，「悔悛した娼婦」であるとされてきた。その根
拠となったルカの記述を見てみよう。そこでは，罪深い女の話とマグダレナの
話とが連続して記されている。
　７：37この町に一人の罪深い女がいた。イエスがファリサイ派の人の家
に入って食事の席に着いておられるのを知り，香油の入った石膏の壺を持
って来て，38後ろからイエスの足もとに近寄り，泣きながらその足を涙で
ぬらし始め，自分の髪の毛でぬぐい，イエスの足に接吻して香油を塗った。
839イエスを招待したファリサイ派の人はこれを見て，「この人がもし預言
者なら，自分に触れている女がだれで，どんな人か分かるはずだ。罪深い
女なのに」と思った。40そこで，イエスがその人に向かって，「シモン，
あなたに言いたいことがある」と言われると，シモンは，「先生，おっし
ゃってください」と言った。…44そして，女の方を振り向いて，シモンに
言われた。「この人を見ないか。わたしがあなたの家に入ったとき，あな
たは足を洗う水もくれなかったが，この人は涙でわたしの足をぬらし，髪
の毛でぬぐってくれた。45あなたはわたしに接吻の挨拶もしなかったが，
この人はわたしが入って来てから，わたしの足に接吻してやまなかった。
46あなたは頭にオリーブ油を塗ってくれなかったが，この人は足に香油を
塗ってくれた。47だから，言っておく。この人が多くの罪を赦されたこと
は，わたしに示した愛の大きさで分かる。赦されることの少ない者は，愛
することも少ない。」48そして，イエスは女に，「あなたの罪は赦された」
と言われた。49同席の人たちは，「罪まで赦すこの人は，いったい何者だ
ろう」と考え始めた。50イエスは女に，「あなたの信仰があなたを救った。
安心して行きなさい」と言われた。８：１すぐその後，イエスは神の国を
宣べ伝え，その福音を告げ知らせながら，町や村を巡って旅を続けられた。
十二人も一緒だった。２悪霊を追い出して病気をいやしていただいた何人
かの婦人たち，すなわち，七つの悪霊を追い出していただいたマグダラの
女と呼ばれるマリア4），３ヘロデの家令クザの妻ヨハナ，それにスサンナ，
そのほか多くの婦人たちも一緒であった。彼女たちは，自分の持ち物を出
し合って，一行に奉仕していた。
　聖書の章・節番号は13世紀以降に付けられたもので原典には無い。よって記
述を一つながりのものとすることも，分けることも可能である。このルカの記
述の曖昧さは，罪深い女とマグダレナとを巧妙に結び付ける仕掛けとなってい
る。但し，本稿にとって聖書学上の解釈の適否より重要なのは，男性優位の教
会制度の中で，マグダレナが罪深い女とイエスに従った聖女という二重性を持
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つこと，その罪は肉欲の罪であること，すなわち「悔悛した娼婦」というマグ
ダレナ像が作られ，それが世俗でも信じられてきたという事実である。第二バ
チカン公会議（1962～65年）以降，カトリック教会は罪深い女とマグダレナと
を別人とするように見直しを進めている。聖書正典と外典との比較研究を通じ
て提示された新しいマグダレナ像は，マグダレナ復権の主張として教会の男性
優位主義への異議申し立てとなっている（グレアム・ブロック，2011：pp.220-
238）。その一方で，現在も一般的には，「悔悛した娼婦」というマグダレナ像
は維持されており，敢えて言うなら，これへの挑戦が現代作家の着想の源とな
っている。
世俗の中の「マリア」像─ヨーロッパからラテンアメリカへ
　ここでは，ヨーロッパとラテンアメリカのマリア像について，その相違を確
認しながらまとめて行こう。
　教会による公式の聖母像およびマグダレナ像とは別に，世俗社会では独自の
マリア像が育くまれてきた。聖母は，民衆の母親や中世諸都市では守護聖人の
役割を与えられ，十字軍運動を契機に結成されたキリスト教騎士団は，敵を打
ち破る強い女性として聖母マリアを崇敬した。さらには聖書正典に記載のない
聖母マリアの母アンナへの信仰も生まれていた（シュライナー，2000：pp.18-
27）。
　民衆の聖母信仰をよく表すものの一つは，聖母子像であろう。加藤（2004）
によれば，聖母子像は，６世紀以降にローマで教会に聖母子像が祀られるよう
になる以前に，４世紀頃には身近な品々に描かれ始めていた。聖母子像は受胎
告知と並ぶ聖母表現の主題となり，ルネサンス期には，レオナルド・ダ・ヴィ
ンチ（1452-1519），ミケランジェロ（1475-1564），ラファエロ（1483-1520），
エル・グレコ（1541-1614）らの巨匠によって絵画や彫塑として描かれた。そ
れらの中には，ダビンチの「岩窟の聖母」や「聖アンナと聖母子」，ラファエ
ロの「ベルヴェデーレの聖母（牧場の聖母）」や「小椅子の聖母」のように，
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聖書の記述を離れ，独自の想像力によって構成された作品もある。
　ルネサンス期はアメリカ大陸の征服が進められた時代でもある。加藤（1987）
によれば，ヨーロッパの美術様式は，イベリアに伝えらたイスラム的様式とと
もに，美術史上の時代を相前後することはあったが，ラテンアメリカにも伝え
られた。そしてそれらには土着の要素が加えられ18世紀には「超バロック」と
形容すべき独自の美術様式を発達させたという。
　それでは，聖母像にはどのような土着の要素が付加されたのだろうか。
　メキシコ市中心部のソカロ（憲法広場）の北北東6.5キロの地にグアダルー
ペ聖堂 Basilica de Guadalupe がある。ここには褐色肌をした聖母画が祀られ
ている。これが「グアグルーペの聖母」である。グアダルーペの聖母は，カト
リック教会によって1737年にメキシコ市の守護聖母とされると，1746年にはヌ
エバ・エスパーニャ植民地，1910年にはイスパノアメリカ，そして1945年には
南北両アメリカの守護聖母とされた。多くの巡礼者がここを訪れており，聖母
に特別な祈願をするため，敷地正門から本堂まで膝行する人の姿もよく見られ
る。周辺には露店が立ち並ぶ民衆の聖堂である。
　グアダルーペの聖母の由来は，次のような物語として膾炙されている。
　1531年12月９日，テペヤクの丘で先住民ファン・ディエゴの前に聖母が
顕現し，この地に自らを祀る聖堂を建設するよう伝えることを命じた。伝
えられた司教は取り合わなかった。そこで聖母は再度顕現して，病臥にあ
ったディエゴの親類を癒し，顕現の証拠としてディエゴに花を持たせた。
彼が花をマントに包み司教に届けると，マントには聖母像が写されてい
た。聖母の顕現を信じた司教は聖堂を建設した。
　この逸話は，1648年と49年にメキシコで出版されたスペイン語とナワトル語
の小冊子に記されているが，16世紀の資料には顕現を記したものは無く，植民
地生まれのスペイン人（クリオーリョ）年代記作者が，テペヤクの丘にある像
に礼拝するために各地から巡礼者が来ていることを書き残しているものの，そ
れは，地母神信仰との区別をつけがたいものだったという（北條，1990：
11「マリア」とは誰か？─中南米ポピュラーソングを通じてみる「マリア」像─
pp.115-116）。
　グアダルーペの聖母は，いわゆる「黒い聖母」5）の一つである。黒い聖母の
起源については諸説あるが，ここでは触れない。しかし，ヨーロッパでは中世
までに多くの黒い聖母が崇敬されるようになっており，今日でもバイエルンの
アルトエッティング，ポーランドのチェストホーヴァなどは，黒い聖母の巡礼
地となっている（シュライナー，2000：pp.239-254）。また，フランスには16
世紀中頃に190体の黒い小聖母像があったという（ベック，1994：p.16）。イベ
リア半島でも，カタルニャのモンセラートでは９世紀以来黒い聖母が崇拝され
ており，エストレマドゥーラに祀られている「グアダルーペの聖母」もやはり
黒い聖母である。どちらもイスラム勢力がイベリア半島を支配していた間は隠
されていた聖母が出現したという伝承を有している。エストレマドゥーラは，
16世紀にメキシコを征服したエルナン・コルテスの出身地であり，コルテスは
無論のこと，コロンブスもこの「グアダルーペの聖母」に祈りを捧げていた。
メキシコのグアダルーペはこれが持ち込まれたものであろう。
　メキシコのグアダルーペの聖母が褐色であるのは，自分たちと同じ肌の色の
聖母なら先住民が受け入れ易いからだという俗説や，聖母の顕現したとされる
年がアステカ滅亡10年後で，テペヤクの丘が先住民の地母神トナンツィンの聖
地であったことから，これを聖母信仰で上書きして先住民の精神的な征服を意
図したのだとも言われる。しかし，重要なのは，なぜ征服者がこれを持ち込ん
だかではなく，これにメキシコ民衆がどのような意味を付与したかである。そ
こには，聖母の出現と奇跡が民衆にも教義的にも受容されたことが民衆と教会
を結ぶ基盤となった（Brading，2002：pp.555-565）とする解釈や，征服者へ
の抵抗意識と「征服者や後続の宣教師団に特有の家父長的支配制に抵抗する
『女性の自己イメージ』の昇華」（ペリカン，1998：p.239）という意味付け，
また，グアダルーペ信仰が先住民に浸透したのは18世紀後半であることから，
イエズス会のシンクレティズムによって先住民の神話・伝説への理解を意識化
されたクリオーリョのパトリオティズムと結びついたもの（北條，1996：
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p.134），といった見解をみることができる。実際に，19世紀初頭に植民地政府
への蜂起を呼び掛けたミゲル・イダルゴの「ドロレスの叫び」では「聖母万歳」
が唱えられ，軍旗には聖母像が描かれた。20世紀初頭のメキシコ革命期には，
革命軍の一派であるサパタ派の兵士は，聖母像を帽子につけていた。独立戦争
での聖母像は，守護神としての効験によって「先住民や下層階級のメスティー
ソを中心とするメキシコ社会の軍事化」を進め，国民国家の創成につながる役
割を担ったという（古畑，2010：p.70）。
　ペリカン（1998）によれば，カトリック教会が認めた最古の聖母の顕現6）は，
西暦40年のピラールの聖母とされるが，聖母の顕現はむしろ近代以降に多い。
その共通の特徴は次のようなものである。先ず聖母が簡素な姿で出現し，お告
げを伝えるが，この段階では教会の聖職者はこれを疑い，地元の権力者は敵意
をもって反発する。やがて奇跡的な治癒が行われ，その話が広まる。最終的に
教会は崇拝を認める，というもので，1858年フランスに出現し，その泉の水が
病気を治癒したとされる「ルルドの聖母」はその典型例となっている。1917年
ポルトガルに出現したファティマの聖母は，三つの預言を残し，民衆の熱狂を
引き起こした。近代以降の顕現の目撃者はほとんどが庶民であり，顕現の熱狂
は教区教会を脅かし，教区聖職者はこれを敵対視することもあった。聖母の顕
現は教会による信仰の押し付けではなく，むしろ一般信徒から積み上げられた
ものだった。教会による聖地公認と巡礼奨励は，聖母信仰を制度的に教会に取
り込むという側面を持っていた。
　グアダルーペの聖母は，「子を抱かない立ち姿」である。ブラジルの「アパ
レシーダの聖母」もまた，「子を抱かない立ち姿」である。これはヨーロッパ
の黒い聖母の多くが，「子を抱いた立ち姿」であることと明らかに異なる。聖
母が黒いことは，旧約聖書の雅歌１：５「エルサレムのおとめたちよ／わたし
は黒いけれども愛らしい。ケダルの天幕，ソロモンの幕屋のように」を，立ち
姿は，ヨハネ黙示録12：１「一人の女が身に太陽をまとい，月を足の下にし，
頭には十二の星の冠をかぶっていた」を聖書上の根拠とする7）。そしてグアダ
13「マリア」とは誰か？─中南米ポピュラーソングを通じてみる「マリア」像─
ルーペもアパレシーダも，子を抱かない立ち姿の聖母が両手を併せて祈りの姿
勢を取っている。ラテンアメリカでこれらの聖母を祀る祝祭では，聖母像が担
がれ，町中を練り歩く。それは，イエスの生母であるという聖性よりも，民衆
の願いを受けることに重きを置く救済の聖母像だと言えよう。
　1980年代前半にペルーの首都リマの貧民街で精神科医として働いた大平
（1996）は，貧困層の間に母性崇拝と聖母信仰が根強いと述べている。聖母信
仰が今日まで支持されてきたのは，現在のラテンアメリカが，民衆にとって，
聖母の奇跡にすがらなければ希望を見出すことが難しいほど，社会格差の大き
な地域だからなのだ8）。
　さて，聖母マリアが「無原罪」であることは，夫ヨセフとの間には子供を儲
けなかったことを意味する。ヨハネ７：３で「ここを去ってユダヤに行き，あ
なたのしている業を弟子たちにも見せてやりなさい」とイエスに意見した「イ
エスの兄弟たち」も，肉親ではない宗教上の兄弟とされ，マリアは生殖とは無
縁の存在となった。このことはマグダレナを二元論的に生殖に位置づける結果
を生んだ。世俗の人々は，自分たちが誘惑に負けたエバの子孫ではあっても聖
母の子孫たりえない。聖なる血筋を受け継ぐ唯一の方法は，フランスのメロヴ
ィング朝（481-751）のように，イエスとマグダレナとの間に子供の誕生を想
定し，自分達がイエスとマグダレナとの子の血統であると主張するしか無かっ
たのである。
　岡田（2005）は，マグダレナが罪深い女およびベタニアのマリアと同一人物
とされたことで，ハイブリッドなマリア像が形成され，罪人たちにとっての悔
い改めと希望の模範，そしてキリストへの敬虔な奉仕と瞑想的生活の理想とな
ったと述べている。マグダレナは，13世紀以降のカトリックで告解と聖画像崇
拝が強調される中で，告解と悔悛の典型的なモデルとなり，彫刻や絵画に頻繁
に描かれるようになった。回心した娼婦を収容する修道院や施設の守護者とな
り，やがてイタリア＝バロック文化において，聖書から離れ，聖と俗，敬虔と
官能，精神性と肉体性，神秘的禁欲と感覚の悦びといった両義性を内在するも
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のとして描かれるようになった。16世紀のイタリアの画家ティツィアーノは，
「悔悛のマグダラ」で，悔悛の表情を浮かべる官能的な肉体を持つ女性として
マグダレナを描いている。
　こうしたマグダレナ像は，ラテンアメリカでどのように土着化したのだろう
か？
　メキシコのベラクルス州の州都ハラパから内陸に19キロ入った地点にヒコ9）
という町がある。その原形は，1519年にベラクルスに上陸したエルナン・コル
テスの遠征隊がアステカに向かう征服路に位置し，ベラクルスで布教にあたっ
たフランシスコ会修道士によって1540年にマリア・マグダレナ・ヒコチマルコ
と名付けられた集落である。現在は短くヒコと呼ばれるこの地には，征服以前，
先住民の宗教センターがあったが，そこに現在のサンタ・マリア・マグダレナ
教会が建立された（Guevara，2015：pp.13-14）。
　この教会には，その名の通り，マグダレナが祀られている。フランシスコ会
は，ドミニコ会とともにマグダレナ崇拝を広めるのに大きな役割を果たした修
道会である（岡田，2005：pp.43-67）。そして，フランシスコ会とドミニコ会は，
アメリカ大陸征服の早い段階から熱心に布教活動に従事した。
　教会堂の内部，正面の祭壇中央には他のカトリック教会と同様にキリストの
磔刑像が祀られているが，この教会に特徴的なのは，そのすぐ足下にマグダレ
ナの横臥像が祀られていることである。マグダレナは，右手に十字架を持ち，
左腕で顔を支えつつ，青い服から右肩を露にして身を横たえている。マグダレ
ナ像がキリスト像の足下に伏した構図は，イエスに香油を塗り，足を涙で洗い，
髪で拭ったという新約聖書の記述を再現しているようにも見えるが，このマグ
ダレナ像には官能的な雰囲気が漂っている10）。
　2002年に公開されたメキシコ映画『アマロ神父の罪』（カルロス・カレラ監
督）は，ヒコでロケが行われた。舞台となっている架空の町，ロス・レジェス
の教会には，祭壇中央にはキリストの磔刑像に代えて聖女像が飾られ，これが
マグダレナ教会であることを暗示している。同映画の映画評を書いたラバダン
15「マリア」とは誰か？─中南米ポピュラーソングを通じてみる「マリア」像─
（2002）は，舞台がマグダレナ教会であることがこの作品における宗教的象徴
性を理解する鍵であるとして，アマロ神父と恋愛関係に陥るアメリアが，神父
に初めて告解をする場面の次の台詞を引用している。
アメリア：私は，自分自身を愛撫する時に，目を閉じ，私たちの主イエス
について思うのです。これは罪でしょうか？
アマロ神父：そう，罪です。
　映画の題名の「罪」の原語 crimen は世俗的な罪を意味するのに対し，アメ
リアとアロマのやりとりで用いられる「罪」は pecado で宗教的な罪，すなわ
ち誘惑に陥穽することを意味する。また，アメリアという名は「豊穣」を意味
しており，生殖を暗喩している。つまりこの場面は，イエスを男性としても求
めようとする19世紀末以降のマグダレナ像を反映している。イタリア＝バロッ
クにおいてマグダレナの属性とされた，聖と俗，敬虔と官能，精神性と肉体性，
神秘的禁欲と感覚の悦びといった両義性は，ヒコのマグダレナにも脈づいてい
る。
ポピュラーソングの中のマリア
　先ず，映画や歌の活躍で一世を風靡したメキシコの大スター，ペドロ・イン
ファンテ（1917-57）の「マリア，マリアMaría, María」11）を取り上げよう。こ
の歌は彼が主演した1949年公開の映画「Oveja Negra」で歌ったランチェーラ
（牧童風歌曲）である。その歌詞は次の通り12）。
「何度ここを通ったことか。僕のマリアを求めてサンダルは擦り切れてし
まった。マリア，マリア，僕のマリアよ。僕のマリアとお喋りをして，楽
しんで午後を過ごしたあそこの木ももう倒されてしまった。僕は歩いた小
道を取り上げられてしまうだろう。小道が取り上げられても，そこはマリ
アが僕のものだった時の愛する場所だ。僕たちが言い争う時，激情は美し
い。君は僕の持ち主だ，君を思い出すと僕の心は引き裂かれる。マリア，
マリア，マリアは僕のもの。僕はしだれ柳じゃないけれど，君を求める気
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持ちだけはもう我慢できない時もある。僕のマリアのことを考えると胸が
苦しくなる。マリア，マリア，僕のマリアよ。とても冷たい短剣で僕は殺
されることになっているんだろう。僕を殺す傷をつけたのは君だ，僕のマ
リア。マリア，マリア，僕のマリアよ。」
　歌詞の冒頭にあるサンダルの原語はワラチェ huarache で，紐のついた草履
のような先住民の履物である。この歌の時代には主に地方の庶民が履いてい
た。この歌詞は，恋する女性にひたむきに想いを寄せる男性の心情を描いてい
るが，その男性は庶民で，舞台は農村部であることが分かる。しかし，ここに
はマリアがどのような女性かという描写は，一切無い。キリストの受難劇を意
味することもある「激情 pasión」という言葉を除けば，マリアを連想させる
歌詞も無い。マリアを題名にしながらマリアを謳っていないのである。つまり
このマリアは，聖母でもマグダレナでもなく，男性の恋の対象となっている「あ
る女性」を表す名詞代わりなのだ。
　この歌と同様に恋歌の系譜にあるのが，リッキー・マーティン（1971-）の
歌う「マリア」13）であろう。この曲は，1995年に米国で発売された CD「A 
medio vivir」に収められ，1997年にフランスでヒットして，彼に翌年のフラ
ンスワールドカップのテーマソング「ザ・カップ・オブ・ライフ」を歌う機会
を与えた歌である。
「一，二，三，前へ一歩，マリア。一，二，三，後ろへ一歩。彼女は特別
な女性，別の惑星から落ちてきたよう。彼女は肉感的な迷宮，お前を捉え
て，気づかせない。それがマリアさ，昼間のように白いけれど毒になる，
もしもお前が惚れるなら。それがマリアさ，とっても熱く，とっても冷た
い。さあ彼女を飲んでみなよ，きっとお前は殺されるから。一，二，三，
前へ一歩，マリア。一，二，三，後ろへ一歩。たとえ直ぐに死んだって，
マリア，お前にキスしなきゃいけないんだ。彼女は死の罪のよう，お前を
じわじわ苛んでいく。彼女は性の幻覚，お前の頭を狂わせる。」
　この歌でも，先に挙げたペドロ・インファンテの歌と同様に，女性が男性に
17「マリア」とは誰か？─中南米ポピュラーソングを通じてみる「マリア」像─
恋愛関係で優位に立つ。ラテンアメリカの恋歌は失恋を歌う内容の歌詞が典型
といわれる14）。しかし，ここで描かれているのは単なる愛の対象ではなく，男
を破滅させかねない性的魅力を持った女性である。この女性像から，ペドロ・
インファンテのマリアのような不特定の女性という心像を得ることはできな
い。従来のマグダレナ像がもつエロティシズムをさらに超えたものともいえ，
「魔性の女」さえ連想させている。
　次に1989年にデビュー以来10枚以上のアルバムを発表してきたメキシコを代
表するロックバンド，カフェ・タクバの「マリア」15）を取り上げよう。
「夜になると一人で出ていくマリア，都会がつらいんだ
　街中を歩き回り，ある日暗がりでのキスを拒んだ
　それで目の前が曇っているんだね，マリア，思い出すと心が痛むから
　拒んだキスは，マリア決してもう戻らないことを
　毎晩この道を通ると何かおかしなことも起こる
　冷たい唇にそれを感じたら，それは君が会うことのない他人の唇だよ
　マリアなんだね，通りでそして街灯の下でつらい思いでいるのは
　彼女は夜店に横になりながら，人のキスと人生を盗んでる
　マリア，可愛いよ　マリア，萎れてしまったけれど」
　夜に一人で出て行くという歌詞の冒頭部分から，マリアが街娼であると直感
されるだろう。その仕事は容易なものでなく，失敗もある。彼女は，かつての
美貌にも今では年齢による衰えがみえる。それだけ長くこの仕事を続けてお
り，精神的には傷ついているのだ。このマリアが私たちに想い起こさせるのは
悔悛前のマグダレナに他ならない。
　最後に，現代ブラジル音楽を代表する音楽家であるミルトン・ナシメント
（1942-）の「マリア，マリア」16）を見てみよう。この曲は，1974年のアルバム
『Club da esquina 2』に最初に収められた。筆者はポルトガル語の知識が不足
しているので，ポルトガル語翻訳者である国安真奈氏による訳詞に頼ろう17）。
「マリア，マリア　おまえは才能，おまえは魔法，私達に警告する力
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　この地上のどんな女とも同じ，生き，愛するに値する女
　マリア，マリア　おまえは音，おまえは色彩，おまえは汗
　最も強く，ゆっくりと効く一服　泣かねばならぬ時にも笑う者
　生きずに，ただ耐え忍ぶ者
　だが，力を出さねばならないのだ
　意識を持ち，常に欲望を追い求めねばならないのだ
　身体に印を持つ者，マリア　おまえは苦痛と喜びとを混ぜ合わせる
　だが，策略を講じねばならないのだ
　恩恵を与え，常に夢を抱いていなければならないのだ
　 肌にこの印を持つ者は，人生を信じるという不思議な狂気に犯されてい
る」
　この歌は，スペイン語版をアルゼンチン出身の女性歌手メルセデス・ソーサ
（1935-2009）が歌っている。彼女は，フォルクローレの歌い手であるとともに，
1960年代以降の社会運動の一翼を担った「新しい歌」の活動で重要な役割を果
たした歌手で，アルゼンチンの軍政期には亡命を余儀なくされていた女性であ
る。スペイン語版の歌詞は，ポルトガル語版に沿いつつも次の部分が異なる。
　冒頭部，ポルトガル語版の「おまえは魔法 uma certa magia」はスペイン語
版で「夢 el sueño」と「痛み el dolor」に替えられている。二段落目の「ゆっ
くりと効く一服É a dose mais forte e lenta」は「ゆっくりと流れる涙Y una 
lágrima que corre lenta」に，そして三段落と四段落の終わりに記された「身
体に印を持つ者Quem traz no corpo a marca」と「肌にこの印を持つ者は
Quem traz na pele essa marca」は，「肌とそれらの印の中にDentro la piel y 
esas marcas」と「身体と印の中にDentro del cuerpo y las marcas」とに替え
られている。また，国安氏の訳詩ではポルトガル語版の三段落目の「raça」を
「意識」と訳されているが，これは本来「人種・民族」を指す言葉であるので，
ここで言われる意識は人種・民族的帰属意識を指すのであろう。そして，「人
生を信じるという不思議な狂気に犯されている Possui a estranha mania, de 
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ter fé na vida」はスペイン語版でも同じ意味の「Posee la extraña manía de 
creer en la vida」となっており，日本語に直すと「人生について信じるとい
う妙な癖を持つ」となる。これは「人の良い楽観主義者」の意であろう。歌詞
に若干の相違はあるが，ポルトガル語版とスペイン語版からは共通のマリア像
を伺うことができる。それは，辛い時にも笑顔を浮かべる女性で，強く生き，
人を信じ，人を励まし，力づける女性像である。しかしそれは決して特別な女
性ではなく，「この地上のどんな女とも同じ Como outra qualquer do pla-
neta」女性であり，そこに教義的聖性とは別の人間としての「聖性」を見出し
ているのだ。
　筆者はこの歌を聞くと，ラテンアメリカのシングルマザーたちを思い出す。
　国連開発計画によれば，ラテンアメリカでは，15～19歳の間に出産する若年
出産率は８％に達している（PNUD，2010：pp.68-71）。これは，世界平均の5.5％
を大きく上回る。さらにこれを15～19歳の女子人口に占める割合でみると，ニ
カラグアでは25％，ホンジュラスでは22％，コロンビアでは21％が若年出産を
している。若年出産は，学校教育を受けていない女子に多く，全ての世帯を収
入で昇順に並べる五分位階級では最下層に多い。そして，これは世代を超えて
貧困を再生産する要因となっている。また，メキシコ・ハリスコ州では，全世
帯数の20％が女性を世帯主としている。同州が800名の女性世帯主に行った調
査によれば，彼女たちの過半数は小学校卒か中退で，借家に５人程度で生活す
るのが平均的な姿である（IJM，2010：pp.22-27）。
　筆者が1990年代前半に中米に滞在していた時，筆者の家で家事労働を手伝っ
てくれていた女性は，小学校を出ておらず，識字力は自分の名前が書ける程度
だった。40代半ばのシングルマザーで，水道は無く，日干し煉瓦でできた10畳
程度の小さな家に，月に1,200円程度の家賃を払って，次男，次女，三女，四
女と暮らしていた。そこに，妊娠中の長女とその子供が出戻ってきた。一家は
７人となった（間もなく子供が生まれ，８人になった）。筆者の家で午前中の
み働き，午後は自宅の家事をする。彼女の楽しみは，筆者の家で作業をしなが
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らプロテスタント系ラジオ局の宗教番組を聞くことだった。
　大平（1996）は，ペルー貧困層の女性の性格類型を試みて，マチスモと呼ば
れる男性優位主義を背景とした夫の暴力，家族への責任放棄等に堪えながら家
計を切り盛りし，子供を育てる女性たちに「聖母型」という類型名を与えてい
る。それは，彼女たちの母性に聖性を認めるだけでなく，彼女たちが夫との性
交を嫌い，聖母の処女懐胎のように子供を持ちたいという願望を持つことから
名付けたものである。
　ラテンアメリカには他にも「聖女」がいる。1970年代から80年代にクーデタ
ーによって軍事政権が施かれたチリやアルゼンチンでは，多くの人々が軍政側
に拉致されて失踪した。これらの息子や夫を探し続けた母親や妻たちもまた軍
というマチスモに屈しない「聖女」である。シングルマザーとなった彼女たち
は，家庭を守りつつも軍政を告発するパッチワークを作り，喪服を纏って無言
のデモ行進を行うなど，抗議活動を続けた。また，現在メキシコには，消息を
絶った子供や夫の行方を求めて，警察・軍の不正や麻薬組織と闘う女性たちが
いる。
　これらの女性たちは，まさしく，ミルトン・ナシメントやメルセデス・ソー
サが歌うマリアである。彼女たちは教義的な聖性には無縁で，奇跡も起こさな
い。しかし，彼女たちは，聖母的な母性を備え，男性優位の教会制度を揺さぶ
るマグダレナの復権運動のように，マチスモの暴力に屈しない聖女である。そ
れはまさしく「マリア」の名で歌われるにふさわしい存在なのだ。
おわりに
　本稿は，ラテンアメリカのポピュラーソングを手掛かりに，ラテンアメリカ
民衆にとって「マリアとは誰か？」を読み解く試みである。マリアを題材とし
た歌には，恋愛対像の女性を表す名詞代わりのようにマリアの名を借用してい
るだけで，聖母やマグダレナとの繋がりを見いだせない作品（ペドロ・インフ
ァンテ「マリア，マリア」）がある一方で，マグダレナの官能性を極端に強調
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したかのように，男性を破滅させる女性の名としている作品（リッキー・マー
ティン「マリア」）や，悔悛に至ろうとするマグダレナの心像のアナロジーと
なっている作品（カフェ・タクバ「マリア」），そして苦しい境遇にあっても逞
しく生きる女性を謳った身近な女性への讃歌（ミルトン・ナシメントとメルセ
デス・ソーサの「マリア，マリア」）がある。
　ラテンアメリカの民衆は聖母マリアに救済を祈る。しかし，人々の心を支え
ているのは聖母だけではない。シングルマザーであり，悔悛した女性であり，
そして失踪した家族を求めて闘う母や妻たちなど，自らの境遇にも社会の不正
にも屈しない女性たちもまた，人々の心を支える「マリア」であり，それは，
ラテンアメリカの社会を包みこむ大きな女性の名なのである。
註
1）  マリアは女性名であるが，複合名として男性にも用いられる。例えばホセ＝マリアは
男性名で，マリア＝ホセは女性名である。米国では，マリアの類名メリーは1880年代
以降減り，現在はマリアの方が多い（http://www.babynamewizard.com/baby-
name/girl/ による）。
2）  1971年にブロードウェーで初演された『ジーザス・クライスト・スーパースター』や，
1988年のマーティン・スコセッシ監督の映画『最後の誘惑』，ダン・ブラウンの小説
『ダビンチ・コード』などの作品の主題の一つはマグダラのマリアの解釈であろう。
3）  「聖母被昇天」は1950年に，「無原罪の御宿り」は1854年にカトリック教会の正式な教
義となった。
4）  共同訳にみられる「の女」は，1954年の口語訳，1950年の文語訳ともにみられず，「マ
グダラと呼ばれる（呼ばるる）マリア」と記している。
5） 「黒い聖母」は黒，褐色，灰色などの有色の聖母全般をいう。
6）  カトリック教会によって認められた顕現には教会教皇庁・法王によって認められたも
のと地区司教によって認められたものとがある。
7）  プラハ国立美術館に所蔵されている1396年に製作された「ブレツニカール（ブレズニ
ーチェ）の黒い聖母」画の光輪には，黒い聖母の由来となった雅歌の一節が記されて
いる。
8）  ラテンアメリカで増加傾向にあるプロテスタントの中でも目立つのは，カリスマ運動
やペンテコスタのように聖霊崇拝を中心とする宗派である。聖霊は奇跡を起こす力を
持つとされている。これも人々の奇跡への期待の強さを示すものだろう。
9）  日本の地図には誤って「シコ」と表記される場合があるが，正しい発音は「ヒコ」で
ある。
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10） サンタ・マリア・マグダレナ教会の祝祭の様子はYouTube 上で視聴可能である。
11） この曲の作者を確認することは出来なかった。
12）  歌詞の確認には，http://letras.com/，http://www.musica.com/ および http://www.
musicafusion.com/ を使用した。
13） Ian Blake，KC Porter，Luis Gómez Escolar による作品。
14） 石橋純氏（東京大学大学院教授）のご教示による。
15） 作者は同バンドメンバーの Joselo Rangel（ギター担当）。
16） Fernando Brant とMilton Nascimento による共作。
17）  日本で発売されたミルトン・ナシメントの CD，『ミルトン・ナシメント・ライブ・
ウィズ・ウェインショーター』の解説書に掲載されたものである。
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